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裁 二 十 三 第 年 --l 算

北

:Mlumun111unmnunml

田

男

E一加館
の

．-l:1
遊
を
知
る
必
要
は
近
年
特
に

一 :

m一-E
切
に

感
ぜ
ら
スー一
・一
と
こ

ろ

一・一-一
あ
つ
て

、
出
「林
行

、
北
海
適
應
等
の

一 :， ' :n-一一の
み
な
ら
・

ず
各
漁
業

一一一一一も
多
大
の
注
意
を
-lla
ひ

，
:

，］
に

其
の
調
本
能

研
究
に

:一一一川
手
し
て

:

-
:

一 :

-
--一る
の

一c
あ
る
か
ら

、
近
い
將
来
に

は
同
明
し
て
漁
業
上
に
'

真
職
す
る
で
あ

ら
ぅ
と
確
信
す
る
の
で
あ
る

。然
し
本
適
の
一一一一e一一一 :定
置
一一一一一一一一一一̂- :
に

と

り
て

之
を
知
る
一一一一一-一の意
に
追
は
れ
て

一一…n
る
の
は
一一::一ハの
・一一一推の
目
的

物
で
あ
る
秋
期
に

來
遊
す

，-一一 :

一一一一の
洞
遊
經
路
で
あ
る

。一一M---一一一は
何
應

よ
り
來
り
て
如
何
に

移
動
す
る
か
の
間
題
が
解
決
せ
9
限
り
漁
業
経

:

高
a
の
安
全
感
が
な
い
の
み

な
ら
・

ず

、
資
源
維
持
の
効
果
的
責
施
，一一一 :

-

a
:

-
-
'

し

f
，4
、-
'

，」・， :
，、一o

．a
．
ば
な
ら
な
い
事
項
で
あ
る
と
考
へ
る

。然
し
-l-
所
で
は
．既
性
に

於

け
る
標
識
放
流
に
依
る
結
果
を
一m
て
-l=1
遊
經
路
を
-一一一一n度
に

推
定
出

来
る
資
料
が
あ
る
の
で
之
を
紹
介
し
て
開
係
各
位
の
參
考
に
供
し
度

‘、と
一一ー
ふ
o

大
正
九
年
一
、=:一根
一一一 :一网
標
津
解
化
場
に

於
?
J
1

-
l一一一一一一・ :n

一
一力
二
千
尾

の
鵬
一一一一流を
切
---f
し
て
標
識
と
し
標
注
川
に

．?一流
し
た

。
之
れ
が
放
流

後
三
年
日

（大
正
-
一
年

）
の
秋
か
ら
--la
，:-一一始
め

、
六
年
目

（大
正

l
四
年

）
に
'一一 :・一る
間
に

合
計
・
=
/-
l
L;
:

-
-

，一
の
、一一一'-M一と
な
っ
て
漁
姓
----

れ
た

。そ
の
漁
推
率
は

一
'-
'

一～一一一一一0
-

%
条
に

営
る
の
で
あ
る
が

、
之
を
内

w
t

「． し
「．- :

-
:
-

-

，
-し

也
一
．
J

．一
、，、C
一一1
・
一・
-
'

，
-
-

．、． :一一一一． :=一一こ
一，r一・・r
、L
，

，

）--l
．--
4

-

-

．
，
-
-

．

．

，

・

-

．

，・
-
-・
．．，，・
-
J
．．

．
:

．

．

-

・
．

．:
．

．

．
f
，．
l

一-一の
回
師
性
の
間
題
に

し
て
も
来
だ
科
患

-f-
に

そ
の

一一一一一想
を
把
握

一

後
方
面
に
於
て

一
一
六
尾
---
最

，
f
を
示
し
'
細
走
か
ら
投
幸
方
面
の

さ
れ
て
一一 :

，一な
い

。地
方
的
又
は
時
期
的
に
姚
の
極
族
が
異
る
か
ど
う

か
も
知
ら
れ
て
居
な
い

。
．il=-
遊
の
間
題
と
同
時
に
之
等
も
聞
明
さ
れ

オ
コ
ー

ツ
ク

海
に

於
て

二
-
一一
'

尾
'

日
本
海
に

於
て
，r
一
--
'
太
'

．-
、

一一e
-

一一一提一に
於
て
八
尾
と
な
っ
て
を
る

。即
放
流
地
及
:

英
の
附
近
が
全

l
一
1



-l・ 第

体
の
八
八
●

六
%
を
--
め
～:
れ
を
中
心
と
し
て
沿
岸
に
沿
〇

一部
分

は
ォ
コ
ー

ツ
ク
'
日
本
海
に
'

一部
分
は
太
平
洋
へ
と
分
れ
て
進
ん

で
を
る

。而
し
て
最
経
端
は
日
本
海
で
は
石
狩

（千
歳
川
に

一一一一一上
せ

り

）に
太
平
洋
で
は
富
古
-f
に
達
し
て
を
る
o

～:
の
事

一一一一の
詳
細
は
本
誌
第

一
卷
第
四
號

（昭
和
四
年
十

一
月

一

日
發
行

）
に
於
て
国
中

:

林
↓成
一 :一一一一が
詳
記
し
て
在
る
の
で
以
上
要
領
を

記
す
る
に
止
め
た

。

れ
た
か
は
知
る
を
得
な
い
が
筆
者
の
想
定
と
-lf
合
す
る
と
一こ

ろ
あ
る

l
二
1

以
上
の
事
資
か
ら
考
へ
ら
:

0
・・・-
事
は
秋
期
産
卵
の
た
め
に
河
川
を

求
め
て
根
室
地
方
の
沿
一0… :
に
來
遊
す
ー

一0一一一:一一は
根
室
海
峡
を
望
ん
で

」・

～:
れ
に
入
る
も
の
が
大
部
分
で
あ
つ
て

、
そ
の

一
部
分
が
他
に
分
派

し
て
行
く
も
の
で
あ
る
と
一一一L一事
で
あ
る

。然
ら
ば
他
の
各
河
川
に

-fi-
上
す
る
た
め
に
來
る
も
の
は
ど
ぅ
か
と
考
へ
て
見
て
も
そ
れ
は
夫

一一別
の
辞
が
あ
る
も
の
か
そ
れ
と
も
一1
，

．一の
一一一一一一に
矢
張
り
混
じ
て
來
て

そ
れ
が
各
沿
…一一・に
漸
次
il=1
遊
し
て
行
く
も
の
か
今
の
と
～:
ろ
判
然
し

な
ぃ
o

然
し
本
道
西
推

'-，
-

は
商
に

至
る
に
…一一一一一n:
）
盛
漁
期
が
後
れ
て
を

る
こ
と

、
太
一一-
:

作
清
-
J-

に
於
て
も
略
々

同
様
で
あ
る
～:
と
か
ら
考
へ

れ
ば
一一一一---の來
遊
中
心
は
操
室
海
峡
の
入
r-
邊
一

に
先
づ
現
は
れ
る
こ
と

は
確
か
ら
し
く
も
考
へ
ら
れ
る

。然
し
そ
の
排
が
何
處
か
ら
來
る
か

:

英
の
前
の
～::-
と
は
全
然
不
明
で
あ
る

。

一一一一一に
角
以
上
の
事
實
か
ら
秋
一一一-一一の
-lE
進
經

路
'

の
組
定
同
を
示
せ
ば

次
の
如
く
な
る

。
之
に
就
て
想
〇

起
す
～:
と
は
故
野
澤
俊
次
郎
氏
は

「本
通
の
一一一a一は
根
・一一一一一、
細
走
の
中
間
部
に

先
づ
現
は
れ
て

一
派
は
宗

谷
よ
り
，n
特
へ
他
一紙
は
太
'

平
祥
沿

，序
を
南
下
す
る

」と
の
意
味
を
語

ら
れ
た

。又
同
氏
の
執

一筆に
な
る
北
海
適
水

「用
預
察
報
告
の
中
に
も

こ
の
事
が
記
述
さ
れ
て
あ
る

。同
氏
は
一1
J

の
推
論
を
何
に

依
て
爲
さ

の
は
興
味
を
惹
く
も
の
と
M
心

ふ

。

北

北
海
適
の
地
同
を
械
げ
て
測
-ll-
の

:

位
性
を
調
ぺ
る
と

、
先
づ
島
の

東
部
の
海
…

一-l
，
-

に

潟
と
納
す
る
も
の
や
又
は
-ll-
と
-ln
す
ろ
湖
の
あ
る
こ

と

次
に

大
河
の
下
一一、し
に

於
て
i
i
l

-
し
て

一0
る
流
----
に
一…一ふ
'

个

原
上

又
山
地
特
に
・一一ハ一山
山
地
に

大
小
の
測
の
あ

る
一1
．．．．一
と
な
ど
が
誰
で
も
氣
が
つ
く

。

【一】

海
， L

，
;-

に

は
陸
上
か
ら
一一一:．給
さ
れ
る
砂
や

て
:

．
-
-

'

給
一re
-
::一一一，一一一一一な
ど
が
一一一一一一-一し
て
來
る
o
-

1

J

．‘ :一等
の
一一一一は
推
流
や

多
く
の
場
合
複
離
な
る
海

:
-
-一一 :一一一・一一 ::一調
化
せ
ん
と
す
ろ

。先
づ
こ
の
移
動
一一一一磯

:

に

よ
り
色
・一一'
の
形

の
一M一洲
が
發
述
す
る

。一一一一中
最
も
特

一nあり
:

m一一一上に
て
一
-
に

も
口

1

．::r-，
″・

に

つ
く
の
は
加
一一一一一r前一野
付
時
の
---

．般秒
洲
で
あ
る
o

一一一ら
く
根

，f'
推
峡

-・一
入
，-一一一，M一
流
の
に
射
作
用
が
、一一一・一'
原
因
を
な
し
て
出
來
た

も
の
で
あ
ら

う
〇

'-

、
、
、
'
'
、b

、
'
、
、
、J
-

、
、
'

か

、 :・
砂
---
‘に
よ
っ
一，．-
- l

-

に

，
:
-

く

一:の
=

が
一-

．され
る
と
か
又

:-

、
、
、
、

-

J

ll

は
河
口
が
1-f
戰
さ
れ
る
と
測
を
生
・一「る
。-ll-
走
神
は
細

一li一川
の
下
流

が
開

一鐵さ
-fし
て
出
來
た
も
の
で
あ
る

。機
;-la
測
は
-9
つ
か
北
見
の
山

地
か
ら
流
れ
下
る
-f
の
下
流
が
西
か
ら
東
に

の
び
た
大
一一一一洲
に

開
さ

れ
て
測
:

1一一出
來
た
の
で
--b
ら
ぅ

。な
ほ
此
の
-llf一の
も
の
に
操
室
町
の

一一:一一一く
の
風
地
測
が
あ
る

。
こ
の

．，測-
の
西
・

E
側
に

は
風
-lj-
川
と
か

別

常
一:一川
た
ど
の
一
，--f
川
が
割
に

入
-

）こ
ん
一一
'

，る
が
測
の
東
北
--
は
沙

i-

．

-l

そ
の
・
M・・…一一一0
一一-
と
一m
端
部
に

切
れ
=
が
あ
・ :

u
，-一一一一一と
通

じ
て
f

，
l-
，，．，っo
一こ
の
一一一一一洲
は
伊

太
利
一ソー--

I

-

一
一、
、一，c:

n
i

c
c

）
の
海
，'7l-1
に

見
る

，
ー

ド

（-
．
i（

（-

）
と
'

-lle
す
・/
-

一一一一洲を
ul
S

は
し
め
る
o

l
三

-
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北
見
の
:

推
…一一一 :に
あ
る
能
取
湖
と
か
'
例
路
の
海
岸
に
あ
る
原
…一一一 :-測

な
ど
い
ふ
も
の
を
見
る
と
前
者
の
典
に

は
細

一一一一川
が
流
入
し
て
一eb
た

で
あ
ら
う
し
、
又
今
一c
も
ゥ
パ
ラ

ラ

イ
川
が
流
入
し
て
-b
る
o

後
者

は
ぺ
カ

ン

べ
ウ
シ

川
の
下
流
部
を
一 :l-
め
て
一0-b
ス
。

。釧
路
市
に

近
き
來
一

操
湖
に

於
て
は
M
准

止
め
ら
れ
た
と
思
は
る
-』河
は
湖
の
奥
に
見
る
～:

と
が
出
來
ぬ
が

、
然
し
形
態
の
上
か
ら
は
谷
が
采
止
め
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
o

な
ほ
此
の

（に」，・際一
'
切
路

、
根
室
、
天
廳
'
な
ど
の
海
…一一… :
に

無

数

、
同
一前
一の
湖
沼
が
見
ら
れ
る

。～:
れ
等
の
も
の
は
砂
洲
の
一M-
-

-I:
め

に
依
つ
て
生
じ
た
の

一一一・一・
あ
る
が

、
然

．し一一'一一一一一，一は幾
分
．瓶
一-:
ト
，-

沈
降
し
、
そ
の
-u-
に

海
水
は

一
時
谷
の
中
に
入
つ
て
:一一一一 :一一一作
用
を
:
-
-一一

ふ
し
た
も
の
ら
し
い
o

そ
ぅ
一一一一一一（、
る
と
:一一一一一一一一一作用
に
依
つ
て
谷
の
中
も
深
く
な
る
し
、一一一一 ::

の
兩

一作も
，，u一m一を
な
す
に

至
る
一
番
で
あ
る

。か
・
-

一淋
，b
が
一…-
び
上

一外し
た
の
で
附
近
に

標
流
し
て
來
た
砂
が
砂
洲
と
な
っ
て

、
こ
の
谷

を
壊
止
む
る
に
'系
'

つ
た
の
で
あ
る

。そ
の
證
と
し
て

、
あ
る
湖
に

於

て
は
そ
の
底
は
海
面
よ
り
深
い

。一
体
川
は
確
上
に

流

一・0
・・・一
か
ら

一一一一一一一一
---
触
の
基
底
面

（E
ro
s
i

o
n
b
a
s
c

）は
海
面
で
あ
る
o

從
つ
て
如
何

沼
・一一一一ど
も
此
類
で
あ
ら
う

。

大
河
の
河
口
地
方
の
-一
地
が
沈
降
し
っ
-』
あ
る
所
が

、
海
か
ら
來

る
飛
砂
の
た
め
に
-一一一一一一e
l1
め
ら
れ

一一一一一・
、一め
河
口
の
砂
地
の
典
に

一一一一．機

地
を
見
た
り

又
そ
の
田
に
一一m一い
，-ln
を
見
る
こ
と
が
あ
る

。一M
小
收

の
財
近
の

一-ll-は
こ
れ
に

-f
す
る
o

【一一】……-

次
に
大
河
の
下
流
の
一T
原
に
見
ら
一一0
・
、一湖
．水を
三
組
細
に
-E

前
す

る
--:
と
が
出
來
る

（一
）は
蛇
行
す
る
河
流
が
流
路
を
幡
v

一-l-
る
と

半
--
般
の
洞
が
取
---
確
さ
れ
る
の
で
あ
る

。か
・・・
る
も
の
は
そ
の
ま

半
月
一一一一一一一一に
殘
つ
て
居
る
こ
と
も
ぁ
る
が
多
少
そ
の
形
を
一
要
形
し
て

居
る
も
の
も
ぁ
る

。十
勝
川
の
平
原
に
あ
る
キ
ム

ン
ト
ー

、
札
幌
に

近
き
石
狩
平
原
の
モ
ェ
レ
沼
な
ど
は
こ
の
例
で
あ
る

。

（二
）は
釧
路
川
の
下
流
の
:

連
f
」一一一一沼
購:
路
-l「-の如
き
も
の
で
あ

る
o

か
・・・一る
も
の
で
は
一用
側
-

，
j

斜
せ
る
谷
の
．
中
部
が
-i2-
き
止
め
ら
れ

て
湖
と
な
つ
て
e
る

。こ
れ
は
河
の
支
流
の
廣
い
谷
は
一相
・一r
沈
降
し

一一一 ::、・・・一め
-ln
‘粋
地
と
な
っ
た
の
で
あ
る
か

，
又
は
本
流
の
一一一=-u
物
は
支

谷
を

， ，一き
止
め
そ
の一一 :-一に
出
來
た
の
で
あ
ら
う

。

（三
）
な
ほ
大
河
の
下
流
平
原
の

一
部
に
大
き
い
面
一被
を

，
1 i
め
た
一m一一

l
四
-

に
制
例
作
用
が
---f
く
と
も
谷
は
海
面
以
下
ま
で
深
く
制
制
さ
一る
・・・一一 :一一一一一

は
な
い

。そ
れ
で
此
等
の
一細
に

於
て
湖
一一一一が
海
面
一…一一下
に

進
し
て
一elb

る
と
い
ふ
こ
と
は

，
:一止と
い
ふ
作
用
の
外
に
，--- :
は
海
面
下
に
沈
降
し

て
居
る
～::
と
を
物
語
る
の
で
あ
る

。一一一〈-一一一一起
の
證
と
し
て
は
厚
岸
湖

一n-一:
に

見
る
や

、
'
'
，

な
段

一一-'
又
は
谷
が
沈
降
し
て
居
た
時
代
に
制
制
さ
れ

又
は
そ
の
上
に

海
の
砂
藤
を
J「 iく平
面
が
測
岸
所
・一一に
見
ら
一一o
・・・
の

で
あ
る
o

殊
に
厚

一一． :--
湖
口
に
成
生
せ
る
力

キ

島
な
ど
を
研
究
し
て
見
る
と
土

一m一
が
此
附
近
は
近
來
少
く
も
先
づ
沈
降
し

、
次
に
隆
起
し

、
最
近
又

沈
降
し
っ
‘・・一あ
る
や
う
で
あ
る

。

」
-=-
の
如
き
地
投
の
算
降

一述
動
は
海

-

，，
'

地
方
に

一絶
へ
一-l-
行
は
れ
て
ゐ
る
が
'
大
体
に

於
、て
沈
降
し
っ
・、一あ

る

海
岸
に
砂
洲
が
發
進
し
て
湖
水
を
作
つ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
o

な
ほ
一こ

の
種
の
湖
に
總
括
さ
ー

る
・

・・一一
も
の
は
北
見
海
岸
の
頓
別
-lf-
、
十

勝
海
岸
の
-a
洞
:
:

m-
、
生
花
苗
沼
な
ど
で
あ
る

。

又
海
岸
に
見
ら
スー一
、・
．測
の
中

、一一一一演
に
海
か
ら
の
飛
砂
で
砂

」
-
が

出
來

，
そ
れ
が
山
地
か
ら
海
-
-l--
に
流
れ
下
る
河
水
を
前
根
き
と
め
て
湖

水
・一一一・
形
成
せ
し
め
た
も
の
も
ぁ
る

。北
見
の
一 :一一一～… :一一斜
M一一一
、
紹
走
の
間

に
あ
る
浦
鈴
，沼
や
f

構

沸
洲

、
滋
琴
沼
な
ど

、
又
一天
聽
沙
流
海
岸
の
長

い
湖
が
存
在
す
る
こ
と
が
あ
る

。例
へ
ば
千
一一一一一川
---
近
の
長
部
-n
，

一-一一一追
-ll-
，
一
観

-ln
等
は
之
で
あ
る

。か
・・一
る
河
流
に

一一一ふ凹
地
又
は
大

濕
地
の
出
來
方
に

つ
い
て
は
次
の
如
く
考
へ
ら
れ
る

。即
ち
今
河
の

上
流
又
は
中
流
地
方
は

一
般
に
沈
降
し
た

、
そ
の
た
め
一一一一f-い谷
が
生

じ
'
そ
こ
に
:

測
:m
を
生

-
0

の
で
あ
る
o

恐
ら
く
一一
，…一一一一川
の
流
路
に

一一用一い
湖
が
あ
る
の
は
か
く
し
て
出
來
た
も
の
で
あ
ら
う

。

【三
】

北
一一一一一一一
通
の
山
地
に

見
ら
る
・・・
:

湖
の
大
部
分
は
火
山
測
で
あ
る

。 :一…一一一

中
大
火
一=
測
の
成
因
に

就
い
て
--

」一・だ
一一一一一一多
不
明
の
一一-一が
あ
る

。
然

し
岩
一M-一 :

が
大
量
に

較
出
す
る
と
地
下
に

物
質
の
一一型一ルを
要
す
る
こ
と

に
な
る

。大
正
三
年
の
程
島
火
山

一一一一一・一rハ一
後
に

程
島
ill9
的
近
が
沈
降
し

た
こ
と
は
衆
知
の
事
責
で
あ
る

。

火
山
地
方
ば

1lf-
火
の
際
沈
降
す
る
他
の
例
は
比
律

一n
の
タ
ー

ル
・一・一一、

山

（T
a
a
l

）で
あ
る
o

こ
れ
は
一
九
一
一
年
の
，ll「f火
の
時
そ
の
斑
の

湖
の
‘一-:
は
徐
・一一'に
沈
降
し
た

。r一
れ
等
は
地
下
物
質
の
欠
を
抓
ふ
た

め
の
一m一殺
の
一述
動
に
外
な
ら
n
。
か
・
、一る
沈
降
作
用

は

火
山

地
方

に

、
沈
降
陷
没
に
よ
る
盆
地
を
成
生
せ
し
め
る

。又
火
山
の
大

一躍
發

に
よ
ill
・::
〈一
山
体
の
大
部
分
は
，明
き
飛
ば
さ
れ
て
大
火
n
を
生
・
ず
る
こ

l
五
1



と
は
明
流
二
--

一
年
の
盤
排
山
の

一一一火の
時
に
一
=
體
・

さ
れ
た

。

こ
:
-一等
の
こ
と
---
， :

線
合
す
る
と

（一
）・一一一一fl-
地
方
に
は
陷
没
に
よ

つ
て
生
--l=
る
大
一一一一一一m一
が
生
一-l:
る
o

「・一一一一期一、 i
:一一一-ll「一-Eが

そ
の
例
で
:一一一一9--一一

そ
れ
白
身
は
そ
の
大
総
地
一M
，没
後
一一～
成
生
し
た
に
動
・-l「-出に
外
な
ら

1

・1
-一一

ぬ

。（二
）・一一一一1lj-
地
方
は
徐
・一一に
沈
1-;f
し
1-
-

・

M
状
・
総
'

地
・一一一一，一
成
生
す

る

。

」
L
度
タ
ー

ル

火
山
の
施
の
ポ
ン

ポ
ン

湖
の
や
う
に
一
船

ら
・

，．、、一一一一一商代
、

一
阿
・e
a
小・

の
湖
盆
地
の
如
き
も
沈
降
に
よ
っ
て
生
じ
た
の
で
あ
ら
う

。

（三
）
火
山
大
燃
發
に
作
ふ
大
火
n
の
成
生
こ
れ
で
あ
る

。

．
-制

一一一=-一一一-l-見
る

と
そ
の
成
生
の
順
序
--
先

づ
1--
1

m一方
に

大
:
i
' :

の
解
'1

?

が

一 :

-一出
し
て

大
-
・
、・
い
大
-
・一，地
・一．．-・
形
成
し

た

。次
に

火
-
M
動
:
来
期
'

一的 :-一一一作
用
が
起
つ
て
大
規
一M一の
火
口
を

一:一一・成
し
た

。
そ
し
て
最
後
に

M
浅
後
反
動
田
ハ

火
に
よ
-

） :

-
一一斜路
洲
で

は
ト
ー

モ

シ
リ

、
マ
ト

サ

ヌ

プ
ー--
火
1l-
排
及
び
摩
開
，一一一一山
が
第
二
次

的
に
一一一一出し
た

。又
支
物
湖
に

於
て
:一一一一一一一a一
藤
一一一一一一'フツ
プ

シ
ヌ

プ

，
l1

、

梅
前
-
な
ど
は
こ
の
一一一一動
'pf-
火
に
よ
つ
て
成
生
し

、洞
爺
湖
に
於
て

は
中
の
島
一解
は
照

没
後
の
成
生
に
・

力
・
、一る
も
の
で
あ
る

。

な
ほ
E・
周
湖
や
登
別
に

近
き
ク
ッ
タ

ラ

ウ
・ン

測
な
ど
は

、
一
火
山

が
-
:
-

，

山
燃
發
谷
陷
没
し
て

そ
の
上
字
部
・・一-
失
'・
、r
）

そ
こ
に

大
火
n
を

に
多
少
沈
降
し
っ
・・・-
あ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
い
4
識
も
ぁ
る
o

叉
旭
撥
の
上
に

立
つ
て
見
る
と
そ
の
一四一一一一一一に

:

W一一一着
が
流
れ
て
属
る

が
'
そ
の

:

解
岩
硫
の
上
に

多
く
の
小
-l--
が
"ll-〔
在
し
て

居
る
の
も
火
山

堰
止
湖
と
見
做
し
て
差
し
文
へ
な
い

。

な
ほ
一1
J

の
外
に

北
海
適
の
高
山
地
方
に
は
-l-
崩
れ
と
か
そ
の
他
一観

-

の
成
因
に
よ
つ
て
出
來
た
測
水
が
あ
る
が
こ
-
に

は
一se一
す
る

。

上
に
あ
げ
た
こ
と
を
表
示
す
る
と
大
体
次
の
や
う
に
な
る

。

一
、
海

一作湖-lfl

地
球
外
部
作
用

:ll-
我
作
用

海
水
砂
難
-f
載
作
用
（砂
洲
成
生
作
用

、-
操

一'一一一一風
一n一測
-

・

．:
l
一

風
力
連
搬
作
用

（砂

」
r-
'

成

生
作
用

）l一一一一一理
長
一
沼
-
．

，一紹
走
細

地
球
内
部
作
用

l

，春
採
湖

fi

'

'

k一
要
．-

能
取
湖

沈
降
作
用
（海
一
触
を
件
ふ

）-
-

'

，
'

降
起
作
用

l
f

-
厚

岸

湖
し

二
'
河
…一～
，平
原
湖
相

地
球
外
部
作
用

河
川
流
一m
-

一、邏
作
用

-
石
'排--f
'

l・
原
の
半
月
状
湖

l
六
-

成
生
し
た
の
で
あ
る

。そ
し
て

一一一一J一同
測
で
-t
火
口
成
生
後
そ
の
中
央

部
に

・--動
'llf-
大
と
し
て
中
一 :一一a（ヵ
ム

イ
シ
n

ツ

）
及
び
オ
メ

オ
ケ

ス

プ
リ

な
ど
が
形
成
し
た

。1ll-
際

」、M
測
に

似
た
も
の
--
般
:一、一 :M-
-

-
-一一西

の

一，・ :
:
:

-
:

-

一一一であ
る
o

こ

．a
．

も
ゃ
は
l

）火
口
の
中
に
中
・n
-

．，，，?-
存
す
る
o

一一一一〈，
，、き
い
燃
發
=
:i
と
し
て
は
登
別
の
力

ル

、ス
一一m
や

一石一m-
=一一一一大
-ln
な

ど
が
あ
る

。

な
ほ
火
山
そ
の
も
の
又
は
火
-
の

一一一出
物
た
る

:

解
岩
や
泥
流
や
ら

が
谷
を
;l1--
き
止
め
て
測
一一一一一を
作
る
一こ

と
も
珍
ら
し
く
な
い

。こ
れ
等

の
中
で
-9
つ
も
の
火
-
が
そ
の
更
中
に
測

:

a一一一-一
を
:

胞

く
場
合
が
あ
る

。

例
へ
ば
然
別
一 :一…
の
如
き
も
の
が
こ
れ
で
あ
る

。又

，へ-
地
方
． 一
‘注
降

し
以
殺
般
の
盆
地
を
一一一'生し
一'-，・・一あ
る

間
に

、
中
央
の
火
山
か
ら
，頭

出
し
た
解

一右が
そ
の
中
に
流
下
し

そ
の
一
解
一
指

流
の
間
に
…一一一（っ
も
の

湖
を
堰
き
止
め
る
こ
と
が
あ
る

。例
へ
ば
阿
i
0

測
の
如
き
員
-llf
般
の

国
地
の
中
央
に
た
て
る
火
-
か
ら
流
れ
出
し
た
解
:f
は
西
側
に
网
・

，-一0

:

測
を
:liE
き
止
め

、
そ
の
北
と
-
不

に

は
パ
ン
ケ

湖

止
め
た

。

澤
沼
性
有
林
物
一一一一一被
作
用

-

・

一

地
球
内
部
作
用

1
能
n

:

路
沼

流
域
沈
降
作
用

1
千
一一一一一川
流
域
長
都
相
-

三

、
火
山
々
地
湖
沼

地
球
外
部
作
用

沈
降
作
用

-一
燃
發
作
用
1
岩
雄
登
大
-in
・

，-

火
山
及
び
火
山

:

-

M

-一出
物
の
地
統
-
-

l!;
作
用
-
駒
ヶ
搬
大
組
1
一

地
球
内
部
作
用

一

-一j
可

．

-

｛支
物
湖

し

-一装湖

火
山
地
方
陷
没
作
用
-

一

ー
ゥ
ッ
タ
ラ

洞

一一M-一
測

一

一一

ゥ
・

湖

X

X

X

x

x

x

x

x

x

l
・
セ
ー



-l・ 第

車

E一や
一
歸
は
卵
が
大
き
い
の
と
、
人
工
的
に
多
数
發
生
せ
し
め
ら
れ

る
と
で

、
發
生
'
殊
に
英
異
常
の
場
合
を
研
究
す
る
材
料
と
し
て

一 :

u
-

用
さ
れ
る

。私
は
人
期
を
初
め

一0:…1一…動
物
の
双
生
現
象
に

興
味
を
持

つ
の
で

、・一一一識
に

於
け
る
此
組
現
象
の
研
究
材
料
と
し
て
'
:一一一一節を

選
ん
だ

。
此
期
に
一M
．

複
發
生
の
多
い

一m-一一は
人
の
知
る
述
り
で
あ
る

。

研
究
に

用
一0
た
材
料
は
千
競
解
化
場
で
得
ら
れ
た
館一の
雅
イr-
、で

'

同
場
の
一一一r・
田
場
長
及
岡
一-
學
1 :
'

の

，
'M
力
に

よ
つ
て

'
一一一 :-'常
に

得
る
事

が
で
き
た
o
-一M
-一:-一の
好
意
に

深
く
感
那
す
る
o

研
究
の
結
果
の
詳
細
は
別
の
報
文
に
議
り
、
大
要
を
こ
4
に
速

べ

る
o

重

程
形
の
種
類

私
の
双
生
材
料
を
分
細
す
る
と
'
先
づ
同

一
那
装
上
に

發
生
す
る

か
離
双
d
と

、
開
の

一
部
の
み

の
双
生
即
ち
-弘
分
双
生
と
に
な
る

。

つ
一一一一の
:

m一一集
中
に

一
恐
ら
く
今
迄
離
も
記
般
し
た
事
の

無
い

型
の

あ
る
事
は
特（
準
に
做
す
る

。そ
れ
は
第

一
同
の
や
う

な

二
一 :--一一
が
:

=一一一

，=
合
川
'

部
に
:

に

一
側
に

二
限

他
側
に

合

一
し
た
一
限
が
あ
る
o
一

”一マ
神
語
の
雨
面
の
保
物

J
a
m一s
に

似
た
M---
形
で
あ
る
o

部
分
M
生
で
も
又
分
離
一
双

生
-
も

方
と
も
正
常
-一
“:・
場
合
が

，、
'
制
程
で

二
割
に
過
ぎ
な
い

。之
に

成

し
一田
解
の

一一一，-・一一 ::
不
'

，l-

等
な
時
は

双
方

割 と
も
正
常
な
る
は
二

割
に

過
，一一一一一J・一一一，'
小
形
の
方
の
B--f
形

の

場
合

六

割
'
殊
に
大
形
の
方
時
形
で
あ
る

。

部
分
双
生
の

一
需
一
が
allf
形
の
者
は

、
右
側
の
體

，な
る
事
が
確
に
多

い
〇

内
一一一一一逆
位
の
間
題

一
般
番
椛
動
物
と
同
じ
く

一一， l

一 :一一・一一MMe一の
内
一一一一一は
左
右
相
納
的
に

な

つ
て

居
な
い
で
'
次
の
や
ぅ
で
あ
る
o

消
化

一一 :-

:

の
中
で

そ
正
中

線
に

あ
る
が

、…
::

に
先
づ
左
に

-llj
l-

次
に

右
，-if
方
に

1-l-
-

）

一

一-
．

腸
--
l-

，'正
中
線
・
，，-・

通
る

。一理．一
．．一':-一
一一 :一
方
に

偏
し

す
る

。
（第
二
同

）

後
者
は
田
の

一
部
が
重
複
し
て
を
る
の
で
あ
る
が

、一…一一一複
部
は
前
方

（A
一一a（-
一（-y
m
u
s
）
、後
方
（-

，a
t
a（
-
i

（-y
mu
，一）、
中
部
（
M
c
s
o
，- i

一一ymu
s
）
，

成
は
前
後
'
田

方

（A
n
a
-
l

n
t
a
（-
i

（-y
mu
s

）で
あ
る
o
:
l

::一ハ他
三
生
も
二

例
あ
っ
た

。 :

=
:

一一一一
は
一明
の
三
つ
あ
つ
て
阿
の
一
の
者
'

一
は
一一別
解
一
部

二
つ
に

:一一一一れ
た
上
に

'
別
に
小
さ
き
m

．一形一備
を
同
じ
一
那
・

一MM一一一上
に
有
す

る
も
の
で
あ
る
o

'

右
の
請
組
中

、
後
方
の
み
の
重
複
は

、
か
な
り
珍

ら
し
い
が

、
六

例
程
あ
っ
た

。

何
れ
の
双
生
の
極
類
に

も

、
双
生
の
双
方
共
完
全
に

發
育
す
る
場

合
の
外
に

'
大
さ
の
著
し
く
異
な
る
も
の

、
一
方
正
常

一
方
崎
形
の

も
の
も
ぁ
る

。一
部
双
生
の

一
方
が
-F
形
完
全
で
'

一
方
が
一者
し
く

lllf
形
で
小
さ
い
時
は

、
後
者
は
所

一一，=寄
生
體

（ l
）-
r
a
． :n
-

l
-

）と
な
る

。

右
の
事
賀
は
總
て
從
來
の
研
究
者
に
知
ら
れ
た
事
で
あ
る

。唯
一

～:
の
不
相
納
開
係
が
丁
度
左
右
逆
に

な
つ
て
を
る
の
一一一一:l-，
内
践
逆
位

（S
i

t
u
s
i

n
-
'c
r
．・u
s
'-

一' i

，cc
r
u
n
-

）と
一一一一r-o
此
現
象
は
人
類
に

も
稀

体--

の
一一一一一一-一一一一一一に
一
双

生
の
者
に

は
割
合
に
多
い
事
が

知
ら
れ
て
を
る

。そ
れ
故

」
il:
材
料
は
!l-
大--r
現
象
の
本
性
及
原
因
等
を

知
る
の
に
、一用
し
た
'一一:-一一．一あ
る
o

nlf
形
…

，
L-
生
四
二
〇

正
常

分
一一・
双
生
二
一五
一・細

一
方
'-一-
'

形
分
離
双
生
二
一一
、一一一一、正
:

．

．
:

機
分

一
双

生
一
六
六
細

一
方
1llf
形
部
分
双
生
・一ル
四
組

）
を
一
・一、解
一
割

し
観

た
結
果
・一一一，一一一一計
し
た
と
こ
ろ

、凡
そ
次
の

:

通
り
の
-ll-
が
確
め
ら
れ
た

。

内
aa
逆
位
に
は
完
全
た
者
と

、
部
分
的
の
者
と
あ
る

。そ
し
て
一
単

生
の
者
に

も
、
又
双
生

（郷
立
及
部
分

）の
者
に
も
起
-l

）得
る

。然

し
部
分
双
生
の
者
に

一一一多い
-l9
向
が
あ
る

。又
此
現
象
は
小
形
の
者

や

、
略
形
の
者
に

大
形
正
常
の
者
よ
り
起
-

）易い
。殊
に

一者
し
き

事
は
、
部
分
双
生
で
は
左
側
の
開
よ
-l-
右
側
の
牌
に
確
か
に
多
い

。

之
等
の
事
か
ら
見
る
と

内
践
:

逆
位
は
正
常
-
-

，'發
生
經
過
が

座一時'

・一一一，一一一一，一け
る

一一に起
．'-

一
現
象
と
見
る
ぺ
く

な
っ
た
り
外
形
が
nlf
形
に

な
つ
た
り
す
る
事
と

で
あ
る
o

1
九
-



J
:

，r・u
一
形

一n :

一一一双
生
の

南
面

l
一〇
1

・一画
此
部
分
双
生
に

於
て
右
側
の
開
が
左
側
の
者
よ
・ :u・
，

、
時
形
や
内

臓
逆
位
の
起
り
易
い
と
一一一ふ事
實
は

、一川一開一
の
左
か
ら
右
に

通
過
す

る

一一一一一の
生
理
的
一税
性
の
や
う

な

一一一:が
あ
る
事
を
示
す

者
と
考
へ
ら

」 '一‘一つ
'
'二

-a
前
線
'

-
・'
種
一
、・'一一一・・
一一'一一y-
一一-s
、
の

一
例
の

内
開
の

位
姓

（右
g
に
:
-

， :-一一--． '

見
る

）

:

一一一一一一-
一一-
・
・

心
9
l

:

l--
職

s
:
・

一一:--一一

川

稔

F
re
d
c
1

' i
c
l
・，
． l・
一s
-

一一Tr
a

〇

一o
f

t

h（
:

A
n
-

c
r
i

c
a
u

F
i

s

一一er i
c
S
c
c
i

c
t
．
-一
l

一一）3
3

）

長
い
時
田
と
手

數
と
-
-

一一 :一
か
け
て

=
'

．が

爲
め
に

、
無
を
殺
す
こ
と
が
往
・一一'あ
つ
た

。一… :一前
か
ら
も
消
報
薬
で

、

病
氣
を
豫
防
す
る
こ
と
に

就
い
て

多
少

、船
独

付
か
れ
て
は
居
つ
た
こ

と
で
は
あ
る
が

一・一"～
三
二
年
に

一，--
-
1

（ :
n
一一 :'-
:

，，:
と

E
M
-
-

（
）D
r
と

が

、
一
定
濃
度
の

．
-
加

， '一楽
を

築
し
た

。

流
水
中
に

1-
接
満
下
す
る
方
法
を
一一一一

こ
の
方
．法

は
整
に

一 Inas
が

、
金
一一一の一前生
虫
を
止
水
中
で
、
願

除
す

る
方
法
を
%
，へ
出
し
た
こ
と
か
ら

が

、
こ
の
'・一-
-
-
:

-l-
の
共
同
一一～一一一一一一一一一は
、
不
一
問
の
満
下
藥
が

し

一一一・〈・
S
…
一一M一を
も
す

る
と
一一一ふも
の
で

、一・一一一一一一…上
新
ら
し
．い

:一一一一''案
一e

あ
る
o

容
器
中
の
藥
が
流
れ
出
て

、・一u一の
:一…一る相

-
一一一一一

こ
の
新
考
築
の
通

」
L
-

は
油
報
薬
を
入
れ
る
'

大
き
な
;lin
の
様
な
容
器

と

、
英
の
中
の
水
面
に

一一一一:
べ
ら
れ
た
'存
木
で
支

へ
ら
れ
た
U
字
形
の
ガ

ラ

ス
管
と
で
あ
る
o

此

ガ
ラ
ス
管
の
一端
か
ら

、

り

、
池
な
り
に

一一-か
れ

る
の
で
あ
-

一一。藥
を
入
．a
る
容
器
は

一'-
，・二
升
条
入
位

（
五
ガ
ロ

ン
）

l
-

一1



'境 二 十 三 第 年 十  第

の
も
の
で

、
金
-f
製
の
も
の
な
ら
ば
内
面
は
ァ
ス

フ

ア
ル

ト

を
一n-一 :

る

方
が
よ
い

。 :

U
字
形
の
カ
ラ

ス

管
は
内
經
が
四
一一一一一の
も
の
で
、
共
腕

の
長
さ
は

一
二
と

一
四
イ
ン
チ

位
に
す
れ
ば
よ
い

。一1
J

れ
位
の
;--;
異
、

で
あ
ら
ば
7
e

．
-
l一一）一一一・
以
上
の
一探
一一一一の
薬
は

、一
分
間
に

一-
ガ
ロ

ン

（二

石
五
・一 :・一・
）位
の
一一一一一:-m
-

．
の
水
に

對
し
て

、
充
分
E一に合
ふ

。 i

「木
の
大

さ

、正
．
さ
は
無
:

開
係
で
あ
る
が
'-m
者
は
7

x
7

x
2

イ
ン
チ

の
ぺ
ン

キ

塗
の
木
を
一一一一 ::
ぺ
て

'
英
の
中
央
に
一一一一一直
に

、
長
さ

一
二
イ
ン
チ

、
太

さ

%
イ
ン
チ

の

、一
-

，一一一一一一管
を
'
一和
:
-

:一の
一一 :一一め
に

、'て
て

、 :

知

い
方
の

が
ラ

ス

管
の
腕
を
こ

．
-
-
-一
に

通
し
て
世
い
た
o

～:
の
様
に

し
て

一
度
組
み

立
て
れ
ば

、
こ
の
容
，器
の
内
側
に

二
つ

の
目
盛
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る

。英
の

一
っ
は
容
器
の
容
f-
を
示
す

も
の
、
他
の

一
つ
は

一
分
間
に
サ

イ
フ

オ
ン

か
ら
流
れ
出
る
薬
の
量

の
一-
（度
を

、
目
盛
で
示
す
も
の
で
あ
る

。～:
の
第

一
の
目
盛
は

、
前

以
て
既
知
一重
の
水
を
容
れ
て

、
英
の
水
位
を
容
器
の
内
壁
に
刻
み

込

め
ば
よ
い

。第
二
の
日
盛
は
サ

イ
フ

オ

ン

で

、
流
れ
出
る
藥
液
の
流

量
を
示
す
も
の
で
'

一
分
間
に
出
て
來
る
量
を

、
目
盛
の
あ
る
シ

リ

ン
ダ
ー

に
取
つ
て
量
つ
て
見
て

'
英
の
時
に
目
盛
を
つ
け
れ
ば
よ
い

の
で
あ
る
o

l割l
fo
，o0
，o
，
o
l

' i
5（
）（一一（-0
'

l割

7
l

一一一3
:一9
-

0

=
・
-

．，
-ll

，
-

」=
5

．
2

l
-:
---
0
0
0

:
=

:

-一で
池
に

流
れ
込
む
水
f-
が
'
一
分
間
に
六
〇
ガ
ロ

ン

で
あ
る
と

す
れ
ば

、j
-ol一‘の硫酸銅
の
濃

一一一一一の
も
の
を
求
め
ん
と
す
る
に

は

、

c
o
x
2

．6=
l
i
i（
-

:
:
:
m一ち一一-・-一，ハ
'

，
l-
の
硫
酸
銅
を

、
前
記
の
容
器
の

内
に
一一一一一…
か
せ
ば
よ
い
の
で
あ
る
o
-

1

J

う
し
て
サ

イ
フ

オ
ン

か
ら

、
．一-…

け
た
薬
を
流
し
出
し
、 :
-「 r-入
水
と
共
に
混
じ
て
a一の
一一る
池
に

一=然

に

流
し
て
Jl-l-
け
ば
よ
い
の
で
あ
る
o

一一l9iの
様
に

し
て
や
っ
た
考
案
者
等
の
試
驗
の
結
=果
は
次
の
一一一a
で
あ

る
o

1
一二
-

～:
の
二
つ
の
:

=
盛
を
っ
け
る
時
に
得
た
r一一一の
一前
一一
字
が
，
知
ら
れ
た

か
ら
今
度
は
'

次
の
式
で
常
数
K
を
求
め
る

。

l
R
・ :
-

7
S
5

K
l
-
D

W

数
で

:

K

-
-
常
数

R
:
-
・

容
器
の
容
:
:

，
M

ec

l

）:-
・
使
用
せ
ら
れ
る
g
一一一一一一一一の
濃
一一一一一。班
で
は
比
の

形
で
用
一0
・一'，し
一r-
5
l0
0 l
0
0・

な
ら
ば

一）0
0
0
0

と

一一一一一ふ
風
に
:f
き
込
め
ば
よ
い
o

s

サ
，・一一rフ
ン

か
ら
流
れ
出
る
一J一一 :'-
:

-

ど
の
一型一-
藥
で
も
、
～:
の
式
の
K
の
變
る
度
に

'
別
々
の
濃
度
の

も
の
が
出
來
る
の
で
あ
る

。而
し
て
K
の
價
は
5
0
0
0
0

と
か
1
0
0
0
0
0

と
か
一一一・一4濃
度
即
ち
D
に
依
つ
て
變
つ
て
來
る

。

故
に
R
即
ち
容
器
の
量
が
1
8
9
2
6
c
c

で
'
サ

イ
フ

オ

ン

か
ら
出

る
量
即
ち
S
が

、
一
分
間

一一一7
5
c
c

で
あ
る
場
合
に
'
右
の
式
に
あ

て
は
め
る
と
'
次
の
常
數
が
出
る

。

-ll-

馬

（ l
）
）

識
'

一霞
一
（K
）

l

5
2

一一一一（） l一） i

-
l

'

備
考

法
液
時
間
は
・一一一一一
時
間

こ
の
油
-
'一藥を
一
使
用
す
る
時
に

、
考
へ
ね
ば
な
ら
a
こ
と
は

、
其

藥
が

一一一生
-1-
に

一一'，'-・で
あ
る
の
み

な
ら
、一a
，
、
1rh
、に

も
亦
一一一一一・一一'一一一で
あ
る

と
一一一ふこ
と
は

、
云
ふ
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る

。こ
の
消

，一操作

中
は
常
に

'
a一の
状
態
に

注
意
し

、
整n
病
の
兆
條
等
に

つ
き
留
意
せ

a
ば
な
ら
ぬ
、
指
し
そ
の
標
な
兆
一2 i一が
見
え
た
な
ら
ば

、
直
ぐ
中

止

せ
a
ば
な
ら
一n
。
加
之
、一着
し
:

注
水
f川一
に
解
実

化
が
あ
つ
た
場
合
は
'

‘;m
．，
-
-
一
楽
の
濃
度
に
一一一一一一一化
を
來
す
か
ら

、a一に
・r

:

:

が
及
ぶ
の
は
明
で
あ

る
か
ら

、
特
に
一一一 :一意
が
-l=
要
で
あ
る

。

～:
の
操
作
を
す
る
時
に

、
'

・一一の-M一む
池
と
か
一一一…‘の水
深
を

、
な
る

ぺ
く
灣
く
し
、
又
一一…
が
な
る
べ
く
消

一一一液の
満
下
口
の
近
い
所
に
居

l
一
三
1



る
様
に
す
る
方
が
よ
い
o

硫
酸
銅
の
液
を
使
用
す
る
時
に

、一Mf
水
の
場
合
に
は

、沈
演
が
出

l
一国
1

來
る
こ
と
が
あ
る
が

、
=一一一の
時
に
は
一n
'一一
．演が
游
解
す

る
ま
で

'一一一一益

破
を
満
下
す
れ
ば
よ
い

。

養
殖
界
の
恩
人
藤
村
信
吉
氏
Kr
億
ふ

月
a一一如
と
し
て
小
轉
水
産
學
校
長
に
任
ぜ
ら
れ
た

。-f
來
昭
和
二
年

法
を
改
め
て
腹

基
開
法

一一a一見
し
た
る
如
き

、
書
人
は
此
の
二
大

退
職
、這
十
九
年
間
'
之
れ
を
通
算
す
れ
ば
水
一一一一一一開
係
に

在
る
こ
と
正

一

發
見
の

最
に

よ
り
て
如
何
に
解
化
事
一
薬
進
一M一一一の
上
に
便
益
一一?
得
て

に
四
十

一
年
で
あ
る

。面
し
て
一・一:-一の
一一一一一一Ml-随
中
，-
館
，聊
化
事
業
に

開
し

l
，-

，-・
一一．-・一、・
，y
め
て
一一一''
明
す
:

/
、

迄
も
な
い

。

i

l

．
y

f

:

．

一

'

-

．
-

．

・

．

．，
:
-

．
、一一，

．y
j
．．
．

．
．・
r

．
．

n

．i

て

更
に

感
一一一一一M
す
ぺ
き
事
項
が
:
， 'M
．
く
な
い
o

個
へ
ば
親
角
細
・

?
に

上
の
改

i

，-
-
:

-一一二
-
一ハ
・一-a
-
-
-

-一一一-
-一一一一．
．・・一一…:
の
M一 :一一・・一一-T又
場
:一一一に
移
f究
計
一
f

一

通
:

と
し
て
加
e
一・M・
の
楽
造
'
ァ
ト
一 :-・・
ン
ス
解
化
器
の
改
造
の
知
さ
本

E
u
-
:

-一一一一のn
．常・
'-n
と
し
て

一一一・一:-一．'・
、
不
使
な
:

）常
時
に

於
て
所

一-千
辛

一

場
米
因
'・

:

J

使
用
し
て
M一るも
の
に

比
し
更
に

一
段
の
改
:
'M一:
で
あ
り
多

一

一a一一一一一と打
聯
ち
之
を
一M一一一行
し

、一違
に

:一一一の
大
一一一'功
を
納
め

、
'

f
來
支

i

分
の
特
異
性
を
持
つ
て
居
る

。一一一一一化一一一…に一f一
り
て
は
解
化
成

一uの
向

'

．一
'

，-'一一-
， ・
:

，
-一 :・

-
，と
し
て
全
一．
-

-
:一一'的
に

そ
の
-
-

--
心

，:
・・・

、く
．，，-
に
一一一・ :--
っ
た
此
・一一

上
の
期
よ
り
見
て
も
-
9
か
に

進
'一した
も
の
と
''

，-
、
べ
き
で
あ

，-・

。

一
-
'

事
・一:一に
一-
・

画
し
、
，

'・ 一・

．，1
．

一・
:・
f
-
:

． '
し
一 一，-
い
の
も
が
一・ぃ・
ら

ふ
か

。

一一一一・一一M
藤
一

化
事
業
-界
の

一一一人一應付
信
吉
一一一 :一は
逝
か
れ
た
（
）
-

，一、る
一
，
-
:

-

に
東
株

1la
前
水
産
試
驗
場
長
一題
き

、
今
又
二
ヶ
=
-

一
---
も
立
た
一9
に
一=-
'

の

一一一一…

青
に
接
し
た
が
'
水
if
界
の
一-
:

'一一一一部一一一一 :か
に
限
ち
行
く
こ
と
は
如
何
に

も
寂
:一一一一一″一一覺
S
る
次
第
で
あ
る

。

一一一 :-'
は
明
治
二
十

一年
-9
札
幌
n程
等
校
第
七
期
の
率
業
生
と
し
て
社

會
に
押
し
出
る
と
同
時
に
北
海
適
:

随
水
賺
課
に

動
務
し
、
初
代
水
一一一一一一f

課
長
と
し
て
令
聞
を
胞
せ
た
伊
…一M-一一一降一一n:-
'

が

、米
國
で
水
一一一，一調
益
を

さ
れ
た
内

、
館
-n
解
化
に
開
し
て
は
メ

イ
ン
州
パ
ツ
ク
ス
ポ
ー

ト
解

化
場
に
範
を
と
り
'
千
歳
村
大
字
a
構
舞
村
字
ル

一一一
ン
の
地
を
和
し

て
千
一一以
解
化
場
を
創
設
す
る
に
至
つ
た
も
の
で
あ
る
が
'
氏
は
率
業

，
、・・
、．-一一
」・一

の
年
直
ち
に

!l-
の
址一'a
に

参
加
し
一に
の
で
あ
る
か
ら

、
事
實
上
千
一一以

の
開
山
と
い
〇

得
．，
・一一， :-一・け
で
あ
る

。
明
一m

:

一
十

、年一:一-li'':- :

-
'

一囲
立
水
産

率
技
が
:
-
一J

m一に
創
立
せ
ら
れ
た
が
'
本
通
で
は
始
め
て
の
水
産
成
一・
校

で
あ
り
'
一= :

-一は
之
が
設
立
に

つ
い
て
は
直
一一一0一間
一一一一一一9m
力
さ
れ
た
の
で

あ
っ
た

。
初
代
校
長
は
時
の
水
擁
課
長
和
'田
性
三
氏
の
無
任
で
あ
っ

た
が

、
藤
村

氏
も
這
聽
技
師
の
一一一W一一一一一J生
と
し
て
毎
日
通
體
か
ら
見
え

て
水
産
の
講
義
を
し
て

:
:

:

，ら
れ
た
か
ら
'
是
亦
事
資
上
本
適
の
水
産

教
育
者
の
元
一一一とい
ひ
得
る

。明
治
一一一
十
九
年
九
月
北
海
道
水
産
一試

驗
場
長
に

相
任
せ
ら
れ

、
-a
年
水
産
學

理
必

．の一一一 :一一め
一m-一 :
行
し
'
歸
朝

後
は
大
に
水
産
の
一一 :

MES
め
活
照
せ
ん
と
す
る
失
先

、
明
治
四
十

二
年
十

=

二
鐵
線
一一一一，-
-m
入
し
て
千
:
成

で
も
っ
て
製
作
し
白
・
，。一一--・r，同
一0
計
能
で
あ
っ

十

た
こ
と
は
営
時
の
製
作
器
の
殘
つ
て
属
つ
た
の
に
依
り
て
も
知
る
事

一一～
が
出
來
る
o

的
解
化
金
細
の
防
的
推
料
の
研
究
に

至
り
て
は
賀
に

fu

銀

ら
一一rc
る
な
き
も
の
で

、
各
一一n
の
渡
金
試
驗
も
や
り

、
解

:

化
成
:一一一一に
及

一一

ぼ
す
影
響
の
比
較
等
ま
こ
と
に

立
派
な
試
験
'
を
さ
れ
て
居
る

。し
か

も
:ll-
後
に

目
本
期
特
の一一m-一料
で
あ
一一
，

-

一一一一 :

一一一一・金
細
に
燒
付
け
た
所
--「-添

盆
の
完
成
の
如
き
は
-
界
に

一一…一る
べ
き
大
發
見
で
あ
つ
て

、
之
れ
の

み
を
以
て
し
て
も
日
本
の
一一一n一館
解
化
事

一n一一の
進
」一一一一を
物
語
る
も
の
で

あ
り

、
更
に

操
卵
操
作
並
に
成
一
献
向
上
の
點
よ
---

、
從
來
の
搾
取
方

更
に
:
'
・

一m:-
-

:
:・

'一一一生
S
等
の
価-
・
:

-

一
を
動
長
せ
し
め
た
事
-
-

，-・一一'
な
る
收

一Mm'一と
い
は
ね
ば
な
ら
一9
。又
學
術
上
及
・川
一業
に
開
係
す
る
間
題
・一?一し

て
ヤ

マ

べ
と
:-n
と
の
-ll-
係
の
如
き
'
之
-
-
-・
． ，

一明
す

べ
く
r;-r
く
す
で
に

手
:
-一一'---一一 :

，-
，一場
に

一'-M
角

．一
'一一を
設
け
て

一置，障
の
-n一一・をな
し
、
こ
れ
を
A
的

n
し
て
進
に
ャ

一、
べ
:

-

:
--
．
-一f?
:

幼
'

有
た
り
と
断
定
せ
し

‘
y
）た
る
如
き
'

是
・
、」
民
， :-・
i一心
・--
、，，--l
-・
-
， :

既
で
，'・・
つ
一・一、
以
-一姚
-

げ
た
文
け
を
以

て
し
て
も
實
に
す

ぺ
て
が
大
な
る
發
見
で
あ
り
研
究
で
あ
る
o
:

測
に

養
城
界
の
大
恩
人
と
一一:i，，-は
-la
ば
な
ら
一n
o

民
は
千
．
-

一一一能一一化
場
を
常
に
別
-fE
の
如
き
親
し
さ
を
以
て
居
ら
れ
た

l
一
五

1

'



a 二 十 三 第 年 十  第

事
は
元
よ
り
と
い
ふ
ぺ
き
で

、
千
一一一一一一聯
化
場
が
本
年
創
立
一・一 :一十
年
に

常
り
裁
に

一・、一一一一/）長
一前一を
11a
く
こ
と
一一一'、
眞
に

感
．M
無
量
で
あ
つ
て

、
後

日
本

導
一9
殖
更
を
細
む
者
は
一・:一の
功
一一一一、一一一 :忘
れ
て
な
ら
ぬ
と
M
-

i

。

-
一六
I

尚
氏
の
水

一一一一一一n-・一n::に
識
雄
し
た
る
二

」，年
の
功
ル
M

も
亦
大
な
る
も

の
が
あ
り

、
直
一一一0一一・一 :-一の
教
へ
を
受
け
た
:

-一一一一 :一一a-Pと
し
て
は
-t一一き度
い
極

々

の
:---
も
ぁ
る
が

、
今
は
唯
以
上
の
事
を
述
ぺ
て
通
憶
と
し
度
い

。

集

報

北
海
道
鮭
轉
孵
化
場
成
績
概

報

〇
虹
的
の
体
長
及
:

-

1o
重
と
李
卵
數
に
就
て

趣

一=、・一一一体
の
大
と
な
る
に

從
〇
其
の
．学
那
數
も
亦
增
加
す
る
事
は

一
般
水
族
に

於
て
見
ら
れ
る
産
に

し
て

、
-Ef-
族
の
池
中
養
取
と
し
て

一
般
に
養
城
せ
ら
れ
て
:

．-
:

'
る
'一--

．lll-
の
一一一一r一一一數
は
体
長
及
体
重
の
增
加

に
從
〇

、
如
何
な
る
制
合
に
一增
減
を
な
す
か
を
調
一一一一nし
以
て
紅
館
解

化
事
業
の
集・
考
に

供
せ
ん
と
す

。

調
一一na
-一料
、
千
一一一一一一解
化
場
一一一一，一二
十
二
尾
、-
ilf
森
相
坂
i
-

0
-一一一一理一産
九
尾

、

（岸
国
助
手
糖
営

）

●

産
地
別
虹
第
卵
の
孵
化
成
積
に
就
い
て

館
養
烟
事
業
に

於
て
館
親
一-'-一一一 :一一::池
の
條
件
及
一一同
育
方
法
が
英
の

識

」
-la
の
品

一Mに
影
響
を
及
ぼ
し
、
又
同

一一一一一卵に
て
も
英
の
移
殖
地

一
'
解
化
率
及
歩
留
率

（千

歳

事

業

場
）

全
縣
十
二
一一一M一一一化
場
産
-
ハ
:

一一一一、
秋
田
解
花
館
聯
化
場

一一・・一-
'-一一一、
新

一一一一照n一一m
'

解
化
場
産
十

一
尾
、
秋
田
一
照
相
毛
解
化
場
産

一
尾
、
新
潟

縣
同
賀
川
養
烟
場
産
h
尾
'

計
七
四
尾
、
を
調
益
せ
り

。

結
果

、一
、
体
長
と
，f字

」
-la
数

1

一o
l
-
一・一f
国
0

1
豐
一一

-

l
粒
一

一
，一一0
．

の
環
境
及
英
の
面
育
方
法
に
依
り
解
化
成
鑽

、
成
長
等
に

異
り
た
る

結
果
を
一

商
す

事
は
海
想
難
か
ら
ざ
る
所
な
り

。昭
和
八
年
十
月
開
催

の
水
確
連
絡
試
験
第
'-l-
同
打
合
會
議
に

於
て
協
定
せ
る

-9
族
飼
言
改

良
試
驗
は
一一 :

1

，
の
越
b
u
に
依
り
施
行
せ
ら
れ
た
り

。

過
去
三
同
に
依
る
試
驗
成

:

-
-
に

依
り
種
卵
の
魔
地
別
に
:

-
::

一一一の
卵
の

成
統
の
概
要
を
記
し
解
化
事
業
の
參
考
に
供
せ
ん
と
す

。

（岸
田
助
手
指
営

）

一一一一
l9
（相
城

）

藤

一十
二
測

）

fn
（花
fl-「）

．-la（一一川一
一一一'）

島

（-la
標
-lM
）

・-
・-
・
、・・・
，、・・・・・・・・・
、

--l;

-

回

第

二

同

平 一

回

三
回
一:-
，均
一

三
E
-一一，

一

-歩
1
認

均

●l11i

位

一

一一一一1留

八
九

'

八
四

'

八
〇

'

七
九

'

七
〇
'I 八 七 八 二 - b

。一

五

一-
九

セ
一

七
二

'二
八

四
四

'八
七

一

四
八

・四
七

一

三
九

'四
ハ

一

・
l
．

・
一

〇

'五
七-M一-一

一
'八
〇
一

三
八

'八

五
六

'七

四
四

'一

五
二
・九
〇 _ _ 〇_〇_四_=_〇%
七 九 -l.: 九 八

五
・八
一 'ハ '

一
五

三
f
'一

一・九
〇

八

一
'三
一一

-

'〇
五
一
三
七

'九
四
一一

一一'三
〇

ハ

一
'二
四

一

一

C
・-
-

一．
二
五
・〇
〇

一

，
一

八
三

'七
三

八
ハ

'〇
六

七
六

'八
C

八
二

'六
一

五
七
・三
八

一一一〇
'二

七
五

'一

四
〇

'---

五

一一 :--
'四

三
六

'一

八
〇
一
五

一一'九一 Q_四_二_〇__三。

国 ハ 三 五 - 二
三 ハ 二 五 - 四

（備
考

。解
化
率
は
学
那
数
に

對
し
'・…一一一一a
M

率
は
購
化
数
に

到
し
て
な
り

）

1l
一-
1
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a 二 十 三 第 年 十 第

伊 木 竹 竹 横 村 長 八 川  中 武 池 i l: 工 飯 吉 富 高
厂i 谷 木

藤 l1 島 島 演 -并 川 深 村  山 网 田 花 藤 塚  国 川 村

市 伊 俄 手i 集 光 友 廣 1 l lll .iu 重 關 常 他 周  武 書 茂
j基 代 之 太 蘭 太
郎 l限i 蔵 市 一 三 助 作 良 術 秀 郎 興 太 機 雄 郎 信

全全全全仝札
幌

市
北
三
條
西
七
T
日

札
幌
市
自
石
川
，--一 :，四
T
口

札
幌
f-
外
中
ノ

島

千
一一一一一部
千
:1

一一一村

全全一n一 :捉
那
一一E別
村
字
大
山

全全全全一一一一 :捉
部
留
別

:一一一一一一一門

一一一一一一那
部
紗
那
村

・-、 1 l-、 l・'、・一、 ,'一、・-、
全 全 全 全 全 金

））））

老
門
事
業
場

--
）

紗
那
事
業
il
）

l
二
五
1

（全（全（全（全（全（北
海
一一一…一一一一--
一解
解
化
場
北
海
一一通
一聽
:

m
S

（北
海
一通

:
-

i

，一館
解
化
場
:

=
:

（全（北
海
通
姚
．館
聯
化
場
千

一成
事
業
'

場
n

（全（全（北
海
適
一一一一 1一館
解
化
場
擇
捉
支
場

--l

l・./ 、・・' 、一' 、_' 、一l 、一, 、一 - 、一l - 、_l 、一l 、_, 、_, 、_, 、_' 、_/ 、一' 、_' 、一・ 、一' 、_' 、-・ 、一' 、一・'

息

會

報

二
国

-



吉

国

俊

-男

關

谷

定

雄

丸

井

一W
普

久
馬

問

本

反

-

激

小
路
口

傅
一一'
郎

n一…

川

秀

雄

吉

野

日
之
助

〇
會
費
領
收
報
告

全紗
那
部
一紗
．
那
村

全

部
全

村
字
有
一朋
村

全

部
全

村
字
別
一飛
付

楽
取
部
藥
取
村
字
営
路

仝

部
全

村
字
ビ
ラ

イ
ト

紗
那
那
紗
那
村
字
別
飛

（二
組
一W一一 :

一一一四
月
…一m
=
，-・一
）

△
十

二
年
店
'

分

松
W
T
'

，
-

:

代
松

、:li
，
:
:1

-

。
:

-

適
上
、一一一一吉
'

、
村
井
光
一一
小

一M一 :

数
一
司
品
川

金
次
郎

-
l
一
果

操

、

長
谷

竹
島
・喜
代
ili

木

一n，
，r
ー

イJt

-
・一一一一
--ll
一一 :

普
．-

一ハ
馬

岡

:一 :

n
．

々
木

一準
一・，

高
村
茂
信

、

9
川
富
太
郎

吉
国
武
夫

野
口
良

會
我
部
齊
治

、
半
国
芳
男

'
佐

，木
正
三

、
海
演

委
、
大
導
寺

政
治
'
降
田
徹
夫
'
阿
久
津
番
'
奧
村
久
雄

△
九
年
度
分

大
一m-- :
-一一'政
治

、
阿
～
-
-

一（
-一一一一一r-

△
八
年
度
分

大
一通

，・a一一 :;一一一治
，
阿
久
注
番

第」，

△
七
一中
度
分

年

同
久
一一一一L---r
:

，

第
'

〇
會

長

決

定

三

一

十

故
小
池
仁
郎
氏
没
後
本
會
々

長
欠
員
の
」一一一一'
海
て
識
簡
を
委
任
せ

二
一

ら
れ
た
る
本
合
役
，， :一一 ?一一:
に

於
て

、
慣
重
協
読
の
結
果
根

一一一一一一一一--一，
館
番
拡

a
一

水

「体
細
合
長
一一一垣流
民
を
選
定
し
、一 :

-一Y一、に
懸
一楽
を
解

決
す

る

を
得

一

o
た

l
-

=
ハ
ー

））

有
一開
事
業
場
:
:
:

-

）

別
飛
事
業
場
u
）

営
路
事
業
場
一n一一）

比
良
・一 :一、・事
業
場
:
:

-

一一）

別
飛
事
業
場
い
）

難

那
山
茂
利
雄

、

、
水
f-
部
聯
次

下
山
加
之
松

八
木
3
-

-

一 :-'
-一一

吉
川

一一一一一一

自
井
義
雄
'

Δ
十

一
年
度
分

會
我
部
齊
治

高
細
新

一
、

山
本
本
吉
、

9-一じ
田
・一一一一一一七

△
十
年
度
分

同
久

一一一一‘一一r :

合
田

・1減--l-
原

，、郎、
並
．木
延
郎

l
二
-:



l t 二_ 十 三  第 年 十  第
L

、附
一H
］電
燈
利
用
検
卵
検
野
鼠
の
． -E一除法

農
林
省
水
産
局
德
久
三
前
一枝
師
よ
り
養
殖

一0-一
薬
'

la
係
者
へ
周
知
せ

し
め
度
い
と
の
御
M

:

志
に
て
本
稿
の
寄
階
を
受
け
た
の
で
本
誌
の
附

鐵
と
せ
り
o

．

（一
）
電
総
-利
用
検
卵
精

此
檢
那
神
は
一一一一間縣
富
・一， :

表

一観一場
:

鈴
木
技
手
の
考
案
に
成
り
'
共

名
の
示
す
加

く
'n-
-lf
を
利
用
し
て
發
限
前
の
受
描
卵
不
受
描
卵
を
選

別
し
、
又
一一:-t'線
に
感
れ
ざ
る
解
化
i
-一内の
検
卵
能
率
を
可
良
な
ら
し

む
る
も
の
で
あ
り
ま
す
o

英
構
造
は
左
同
の
如
く
-
:
-
:
:

-

-
:
-一の
検
卵
精
の
底
を
二
重
底
と
し
'
三

放
の
一 :
h
-
-
-

一一・一ル
寸
解
の
が
ラ

ス
板
を
張
り
'
各
ガ
ラ

ス
板
の
下
に
二
個

宛
の
十
六
田
電
紐
を
取
付
け

、電
量
の
下
即
最
下
底
は
自
色
ぺ
ン
キ

途
に
し
て
光
線
の
反
射
を
良
く
し
て
あ
り
ま
す

、
各
ガ
ラ
ス
板
の
間

に
は
同
． :
し一一、、一 :-
-

-一五
寸
幅
の
板
を
三
枚
-一八
一
-
:・

'
ガ
ラ

ス
板
と
の
接
19

を
密
に

し
、
水
の一一
理
ら
一n
擬
に
し
て
:

基
国
へ
水
を
流
し
ま
す

。此
二

/
'-

'

・
・ '

・

・
'

-
'

，

f
:

、一' :
，-
'0
．

一

M
'

．・ '・
，

f
，

'

一

一

請
、一4
． '・

-
，
、'・
，、a
、、

一

-

一一
'一一．・

一一一'一面 重
底
の
上
に
銀
に

二
本
の
機
棒
を
置
き
英
上
に
ァ
ッ
ト
キ
ン
ス

式
n一 :

化
一盆
を
-la
せ
て
檢
卵
出
來
る
機
に
な
っ
て
き
ま
す

。此
検
卵
精
の
特

徴
は
第

一
に
は
受
精
後
速
か
に
不
受
精
卵
を
検
出
排
除
し
て
解
化
作

業
を
能
率
的
な
ら
し
め
'
又
卵
の
輪
送
の
場
合
從
來
到
-f
死
卵
と
稱

せ
ら
る
．，・-
も
の
--

中
よ
り
不
受
補
卵
を
完
全
に
除
去
し
得
る
～:
と

'

第
二
に

は
醫
間
探
光
不
充
分
な
る
解
化

一f内
に

於
け
る
検
卵
を
容
易

な
ら
し
む
る
の
み
な
ら
・

ず
'
夜
間
の
:

檢
卵
を
も
極
め
て
容
易
に
な
さ

し
む
る

一動に
在
る
と
思
は
れ
ま
す
o

（-
）
野
鼠
の
田
一
除
法

・

本
邦
農
魔
物
の
野
一一f
に
一
家
る
被
審
は
'
面
積
三
十
万
町
・一一n--
'
損
書

見
被
金
額

一
千
万
国
に
選
す
と
一一一は・-て
-b
ま
す

。一一f- :一一一場
に
於
け

る
野
鼠
の
被
寄
も
決
し
て
少
額
の
も
の
で
は
な
い
と
思
は

」
--
る
の
で

あ
り
ま
す

。農
林
省
で
は
昭
和
二
年
以
來
一和
助
金
を
交
付
し
て
各
一
照

の
農
事
a
S
験
場
よ
り
野
鼠
チ
プ
ス
菌
を
配
布
せ
し
め
野
鼠
の
国
一
除
を

〇

'

〇
i
-
-
l

ー

、

、
、
-
、
-1

、-
，，/
'-
、

、、7

/
一、
、

、
、
、
、一、/．
い
い

・
、

、1

、、
/、
、

〇 0・

/

/

/

:
、

一

、l, o
l

一一-・l--



責
施
す
る
と
共
一一-
、
茨
城
縣
農
事
試
驗
場
に
此
野
一一一s一チ
プ
ス

菌
に
依

る
野

」
---
腦
除
に

一就
て
組
々
の
試
驗
研
究
を
行
は
せ
て

:
-
:一一りま
し
た
度

此
程
研
究
成
統
の

一
部

（茨
域
縣
立
農
事
試
驗
場
臨
時
報
告
第
二
號

野
取
及
野
風
チ
プ
ス

関
に

開
す
る
研
究
昭
和
十
二
年
三
J-l
）
が
中
間

報
告
と
し
て
發
表
さ
れ
ま
し
た
o

之
に
依
り
ま
す
と
各
極

一一一一，-一一一チ
プ

ス

蘭
は
大
体
我
國
に

:

接
む
各
極
一
，
、
一

一以
に

對
し
て
有
効
-:--
あ
り
ま
し
て

又
な
か
な
か
外
氣
に

對
す
る
M一一-一一一一力
の
観
い
も
の
で
あ
り
ま
す
o

之
を
一
團
子
に
ま
ぜ
た
野
一一以
チ
プ
ー（
菌
国
子
は
一r
:
-一期
に

野
に
:
-

一一一つて

置
く
場
合
も
製
造
後
十
日
以
上
も
n一の効
力
が
あ
り
ま
す
が

、
暑
い

と
国
子
が
・
腐
り--
易
く
--～
が
喰

べ
な
く
な
り
、
賀
際
上
の
有
効
期
開
は

三
f1

，
一 :…
::

一
至
'

四
日
以
内
と
な
り
ま
す
o

a・一は
一一E子
の
腐
る
事
も

一M一い
の
で
有
効
期
間
も
從
つ
て
長
く
な
り

ま
す

。

'

次
に
同
場
で
鼠
の
穴
に

野
最
チ

プ
ス
蘭
團
子
を
投
入
し
た
場
合
充

分
:一n
意
し
て
穴
に

入
れ
ら
れ
た
も
の
は
大
体
七
割
位
が

」
a
に
-一一 :

ぺ
ら

a
、一
英
有
効
率
は
大
体
一一
割
三
分
か
ら
十
割
と
云
ふ
結
果
に
な
っ
て

を
り
ま
す
o

右
試
驗
結
果
の
主
な
る
も
の
を
摘
難
す
れ
9
次
の
如
く
で
あ
り
ま

-
三
〇
-

す
〇一

、
野
一一M
チ
プ
ス

蘭
は
保
存
法
良
好
な
れ
ば
芽
胞
を
生
ぜ
ざ
る
蘭
な

る
に
も
:

例

ら
-l;

、
四
百
日
以
上
生
存
し
最
も
長
き
場
合
は
四
'

，l-
七

十
五
日
に
及
べ
り
o

二

、
野
一一一一一チ
プ
ス

菌
の
一一一一一一一一一せ
る
も
の
を
般
塞
の
候
に
十

一
日
一
間
野

外
に

放
置
す
る
も
蘭
を
一 :

-一一減
せ
し
む
る
に

至
ら
・

ず

。

三
'
野
一一一一チ
プ
ス

商
の
能
操
に

對
す
る
姚
抗
力
は
相
一一:-
に
班
く
廳
化

ヵ
ル

シ

一一-
ム
ー
u
1一操
器
内
に
於
て

=
六
十
四
日
以
上
生
活
力
を
有

す
〇

四
、
は
た

a
ず
み
に

野
一一一一一一一，;'
プ
ス

面
を
添
4
長

接
-llf
す
れ
ば

四
十
八
時

間
に

し
て
腸
間
膜

，
脾
臓

、
呼
践
よ
り
蘭
を
證
明
し
得
ら
る

、
蘭

の
一一一一M一入
1:j
r-
は
腸
間
膜
な
る
が
如
く

、
此
よ
り
脾
職
-=
成
に
移
行

し
此
隨
に

於
て
增
效
し
一…一 :
び
血
流
中
に
現
は
れ
或
は
腹
'腔
液
中
に

出
で
遂
に
收
血
症
を
惹
超
し
て

一発
る
・・・一
も
の
な
り

。

五
'
野

」
-ー
チ
プ
ス

蘭
に
感

:
-

m
-

-一せ
る
!-～
は
漸
次
体
・

Mli
．
を
減
少
す
o

六

、
感
染
'光
せ
る
一M
は
割
検
上
'
胞
水
の
洲
留

、
脾
職
の

:

MM
大

、
藤

血
壞
-M
、---
臓
の
構
血
一理
一川一
、
淋
巴
S一総
一一
張
:一一一に
十
二
指
腸
及
腸

に
ヵ
タ
ル

性
一要
化
を
認
め
ら
．a
、M一一職
の
一
胞
大
は
觸
診
に

よ
り
確

認
す
る
～:
と
を
得
o

．n
-

，

て
食
せ
ら
る
o

七
、
野

」
-ー
チ
プ
ス

菌
は
は
た
ね
字
み
に

對
し
病
原
性
班
き
細
西
に

し

十
二
'
野

」
--
の
穴
に
投
入
せ
る
殺
鼠
用
口
子
の
有
効
率
は
時
期
と
場

て

'
添
一一一 :一一一せ
し
む
れ
ば
感
一一一一一一し
一
過

-a-
別

後
に

し
て
一～一一一・m一一一一一一を
發

一

所
と
に
よ
り
?
．-
-
-一一一し
一一一一一一一'相
り
あ
る
も
三
--
=

一%
と
．

f
面
/
o
と
の

一

・

．l

l-

．

o
/

o

l

o
/

し
て
一一M-一れ
度
下
に

．一一一一一一一す
れ
ば
所
要
日
数
を
短

:

m
-一す
。

-

間
な
り
き

。

八

、
は
っ
か
a
」r
み
'
も
み
や
ま
は
っ
か
a
字
み
'
に

對
し
て
野
・

以

十
一:
、野
・

最
腦
除
を
行
ふ
場
合
野
．

以
チ
プ

ス

蘭
は
二
1
三
an
．
夜
無=
養

チ
プ
ス
、

商
は
病
原
性
あ
り
、
は
っ
か
a
ず
み

'
と
同
様
に

收
血
症

一 一

し
最
大
蘭
数
に

列
進
せ
る
'5
意
通
':-
解M
所
に

保
存
し
'
可
及
的
平

を
:

-

，一趣
す
る
も
指
-一方の進
行
は
之
よ
り
も
'

，'，-き
が
如
し

。

一

く
使
用
す
る
を
以
て
最
良
と
な
す

ぺ
し

。

九
、
野
r以
子

ゾ
ス

商
は
あ
か
a
中
み
に

對
し
て
も
病
原
性
あ
り
て

之

一

-
四
'
野
以
子

プ
ス

商
网
子
を
冬
手
間
外
，从
に
肥

，・一鮮
す
れ
ば
湖
次
生

を
発
す
こ
と
を
得

。

一

商
数
を
減
字
る
も
-
的
三
-
二
n
以
上
生
在
す

。

l
、一一一一一--一チ
プ
ス

蘭
團
f
は

一見
手
E
場
に
:

一一一一一置
せ
る
場
合
も
製
造
後

十
日
以
-一・一一流一'
力
を
有
し
、
之
を
添
食
す
れ
ば
殺
一一一一の
目
的
を
送
し

得
ら
る

。一ml
一一一一一一共
高
組
多
．機
の
一一 :一一'團
子
は
變
一一一M一し
易
き
を
以
て
實

際
上
の
有
效
期
田
は
三
I
四
日
以
内
な
る
ぺ
し

。

一一一一一一一一一'開
は
来
、冷
の
一器
E

f
の
-fv
收
通
き
と
・一一:-一物
の
缺
乏
せ
る
時
期

な
る
を
以
て
有
効
期
開
は
相
常
長
き
も
の
と
m
-
:一一一一・す
。

l'

一
、
E
場
に

於
て
一一一一，ハ内
に

投
入
せ
る
殺
一一一用国
子
の

一董
に
食

下
せ
ら
れ
た
る
割
合
を
調
益一
せ
る
に

，
投
入
後
數
時
間
以
内
に

利

用
せ
ら
る
!』場
合
は
意
外
に
少
く
投
入
後
五
日

，ル至
一
週
田

‘
-

互

通
而
:一国
の
分
護
は
一提
:

一一-
省
農
事
試
驗
場
及
茨
城
縣
農
事
試
驗
場
に

て
中
込
次
第

事
る
こ
と
に
な
つ
て
を
り
ま
す
o

l

三

一1



寄

稿

一-一理

一
、一一一-
館
一、
淡
・一一一一一一一族
、
淡
水
養
殖

'
測
沼
等
に
開
す
る
論
一一一一一一-l:

資
料

、
趣
味
、
地
方
状
況
通
信
及
び
一一M
-一一一、
同
表
等
の
寄

稿
を
歡
迎
す

。

一
、本
誌
に
一M
m
一一一一せる
も
の
に
は
薄
認
を
呈
す

。

一
、希
望
別
刷

一一一は原
稿
に
明
記
さ
れ
度
し

。論
識
資
料
の
各

la
に
編
較
せ
る
も
の
に
限
り
三
〇
部
ま
で
無
代
進
呈
す

‘'

一
、原
稿
用
紙
は
中
越
し
次
第
郵
送
す

。

一
、'次
號
原
稿
は
三
:
-
-
:

．来
日
ま
で
に
難
節
集
報
編
輯
事
務
養

a

（北
海
適
一一一一一 i的
購
化
場
内

）一一一一御
送
附
あ
り
度
し

。

昭
和
十
二
年

五
月
二
十

八
日
-…P
a
一

昭
和
十
二
年

五
月
三
十

一日
鐵
-lli
・

一一一-語
五

三

三

五

番

相

一 :

番
ロ
座
小

n
二

一
四
八
番



算
所
特
製

『一
深
一Ma
-一一化
盆
』

其

解

化

精
'

-
i一
化
一a:
、
受

界

器

、

一
器

、
ア
ス

フ

ア

一一ト
（-l◆-
動

）、テ
レ

一J-

a
甲

-a
（卵

-l-
用

）
、採
卵

海

一一一

印

子

消

毒

集

各

報

、
化
1

0
集

品

、

解

化

場

用

印

用

物

一
切

、一父

・-lf
'
公

魚

、能
、-
-

le
ノ

最

一化
E

諸

官

廳

御

用

達

，

鮭
:ae
孵
化
器
製
造
元

山
本
勝

見
工
作
所

塗

料

部

樂

品

部

札
幌
市
北
三
條
東
六
丁
目
電
停
前

●

e
一フ一
手
7一-
書

f
書
小
-◆

三
九
七
/

、--


